
指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和元（2019）年度  

施設名 とちぎ福祉プラザ 

施設所管課 保健福祉部保健福祉課 

指定管理者 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会（法人番号 1060005000773 ） 

指定期間 平成 31（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 宇都宮市若草１丁目１０番６号 

施設の概要 

 

 

 

 

①敷地面積：２３,５８６㎡ 

 建物面積：本館９,３９３㎡ 附属棟８３６㎡ 

      障害者スポーツセンター ２,２５４㎡ 

②貸出施設：(1)本館  多目的ホール、特別会議室、第１・第２研修室、 

                 福祉研修室Ａ・Ｂ、２０１・３０１・４０１・４０２ 

                     ・４０３会議室、レクリエーション室、和室、調理実習室 

       (2)障害者スポーツセンター アリーナ、サウンドテーブルテニス室、 

                                       観覧室兼多目的室、会議室、 

                    トレーニングコーナー 

③その他施設：(1)本館 ４０４会議室、相談室、モデルルーム 

④駐車場：(1)本館 収容台数２５０台（一般用２２４台、障害者用２６台） 

     (2)障害者スポーツセンター９６台（一般用６９台、障害者用２７台） 

業務内容 

 

 

 

①プラザの施設の維持管理に関すること。 

②有料施設等の利用の許可に関すること。 

③プラザの運営に関すること。 

④上記業務に附帯する業務に関すること。 

 

２ 収支の状況 

 令和元（2019）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 １４５，２００  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費 ０ 

 利用料金収入 １５，３６５  管理運営費 １２２，６９６ 

 その他収入※１ 1  人件費 ２５，９９７ 

   その他支出※１ ６，５４０ 

 合計 １６０，５６６  合計 １５５，２３３ 

指定管理業務収支差額① ５，３３３   

自主事業 ０  自主事業 ０ 

自主事業収支差額② ０   

収支差額（①＋②） ５，３３３   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
 ・受取利息 １千円 

 

 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 
 ・租税公課費      ５，５６１千円 
 ・退職給与引当金繰入金   ９７９千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 30（2018）年度（前年度）                                               （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

 指定管理料 １３１，８６２  

 

 

指
定
管
理 

 事業費 ０ 

 利用料金収入 １５，５０１  管理運営費 １１２，７４６ 

 その他収入※１ １  人件費 ２５，５８３ 

   その他支出※１ ４，８５１ 
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※２ 
 合計 １４７，３６４ 

 

 

※２ 
 合計 １４３，１８０ 

指定管理業務収支差額① ４，１８４   

自主事業 ０  自主事業 ０ 

自主事業収支差額② ０   

収支差額（①＋②） ４，１８４   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
 ・受取利息 １千円 

 

 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 
 ・租税公課費      ３，８７５千円 
 ・退職給与引当金繰入金   ９７６千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

施設名 
 

 
 

平成 30（2018）年度 

（前年度） 

令和元（2019）年度 

 

多目的ホール 
 

 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ３３４回 ３６２回 

利用率 １００％ １０９％ 

利用者数 ５０，９５８人 ５５，１８８人 

福祉研修室Ａ・Ｂ 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５２１回 ４８４回 

利用率 １５６％ １４６％ 

利用者数 ３８，３８６人 ３５，３７９人 

第１研修室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５６０回 ５１３回 

利用率 １６７％ １５５％ 

利用者数 ２０，４７９人 １８，２１２人 

第２研修室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５６９回 ５２７回 

利用率 １７０％ １５９％ 

利用者数 ２２，８４９人 ２１，７３０人 

２０１会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ６６０回 ５９５回 

利用率 １９７％ １７９％ 

利用者数 ７，９２６人 ７，０７４人 

３０１会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５１６回 ４９３回 

利用率 １５４％ １４８％ 

利用者数 ８，６２７人 ７，４３４人 

４０１会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５０５回 ４５６回 

利用率 １５１％ １３７％ 

利用者数 ８，２７３人 ７，１２９人 

４０２会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５４７回 ５１７回 

利用率 １６３％ １５６％ 

利用者数 ６，８４４人 ６，９９２人 

４０３会議室 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ４８５回 ４８５回 
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利用率 １４５％ １４６％ 

利用者数 ６，２９１人 ６，１５７人 

４０４会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ４４８回 ３６６回 

利用率 １３４％ １１０％ 

利用者数 ６，５３８人 ５，１８４人 

特別会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ２３０回 ２１７回 

利用率 ６９％ ６５％ 

利用者数 ３，３０８人 ２，８９１人 

レクリエーション室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ５９０回 ５３１回 

利用率 １７６％ １６０％ 

利用者数 ６，２８９人 ５，４５４人 

和室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ３６９回 ２９０回 

利用率 １１０％ ８７％ 

利用者数 ３，５４４人 ２，８５９人 

調理実習室 
 
 
 

利用可能日数 ３３５日 ３３２日 

利用回数 ２２０回 １９６回 

利用率 ６６％ ５９％ 

利用者数 ３，７３８人 ３，０４３人 

相談室 
 

利用回数 １６３回 １４７回 

利用者数 ５４６人 ５３２人 

受付・案内対応 利用者数 ９，１１０人 ８，３３０人 

視察・見学 
 

利用回数 ３１回 ３３回 

利用者数 ８９７人 １，０４４人 

モデルルーム 利用者数 ２，７１２人 ２，７２１人 

利用合計 
 

利用回数 ６，７４８回 ６，２１２回 

利用者数 ２０７，３１５人 １９７，３５３人 

開館日数  ３３５日 ３３２日 

閉館日数  ３０日 ３４日 

 

②障害者スポーツセンター 

施設名  平成 30（2018）年度 

（前年度） 

令和元（2019）年度 

 

アリーナ（全面） 
 

 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 ４９７回 ４５０回 

利用率 １６１％ １６２％ 

利用者数 １４，３６４人 １４，４７５人 

アリーナ（半面） 
 

 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 １，０５４回 １，１４２回 

利用率 ３４２％ ４１２％ 

利用者数 １１，８５０人 １４，０７４人 

サウンドテーブルテ

ニス室① 
 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 １６４回 １７１回 

利用率 ５３％ ６２％ 

利用者数 ６，５０６人 ８，８３０人 

サウンドテーブルテ 利用可能日数 ３０８日 ２７７日 
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ニス室② 
 
 

利用回数 １１９回 １１８回 

利用率 ３９％ ４３％ 

利用者数 ６，３６５人 ８，３０３人 

会議室 
 
 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 ２２１回 ２８７回 

利用率 ７２％ １０４％ 

利用者数 ８，１４６人 １０，５９０人 

トレーニング室 
 
 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 １８３回 ２２０回 

利用率 ５９％ ７９％ 

利用者数 ５，３４４人 ３８６人 

多目的室 
 
 
 

利用可能日数 ３０８日 ２７７日 

利用回数 ３０１回 ５０１回 

利用率 ９８％ １８１％ 

利用者数 ７，７９４人 １０，０６３人 

受付・案内対応 利用者数 ５，４６３人 ６，２８０人 

視察・見学 
 

利用回数 ５回 ０回 

利用者数 ４０人 ０人 

利用合計 
 

利用回数 ２，５４４回 ２，８８９回 

利用者数 ６５，８７２人 ７３，００１人 

開館日数  ３０８日 ２７７日 

閉館日数  ５７日 ８９日 

 

４ サービス向上に向けた取組 

①利用者アンケートの実施（年２回） 

定期的にアンケート調査を実施して利用者の要望、苦情などを把握し、迅速に対応することで利

用者の満足度を高めた。令和元（2019）年度のアンケートでは７割以上の利用者から満足又は非常

に満足との回答を得た。 

アンケート結果における要望等については、可能な範囲で改善に努め、集計結果を公開して利用

者満足度の向上を図った。 

なお、環境・衛生面や備品補充等については、特に迅速に対応した。 

②おもいやり駐車場の表示 

おもいやり駐車場においては、該当者が利用する際にわかりやすいよう表示板及び駐車場にシー

ルを表示し、当該利用者の利便性の向上に努めた。 

③円滑な受付業務の実施 

視察・見学がある日や毎月の一般及び福祉優先の受付開始日、イベントのある日などは多くの利

用者が訪れるため、受付職員を３名配置し、円滑な受付や管内の案内に努めた。 

また、接遇の改善や各障害に応じた対応を個々が心掛け、障害者や高齢者など幅広い世代の利用

者に対して親切かつ適切な対応を行った。 

④衛生面の強化 

年間を通した感染症対策として、玄関やトイレに手洗いの励行や、感染しているおそれがある方

に適切な対応を求めるポスターを貼り、注意喚起を行った。また、トイレの手洗い洗浄液をこまめ

に補充するとともに、玄関にアルコール消毒液を設置して感染防止に努めた。 

なお、給・排気ファン、ガスエアコン等各種空調設備の故障が頻発しているため、利用者に理解を

求めながら利用していただき、故障の際は会場の変更をお願いするとともに、速やかに修繕するな

ど、安全かつ快適な利用環境の整備に努めた。 

また、大規模な修繕が必要な箇所については県担当課へ修繕要望をした。 

⑤関係機関との連携 

入居団体が実施する各種イベントにおける PR のためのチラシやポスターの掲示、のぼりの設置等
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に協力し、来館者に対する広報に努めた。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

①利用者意見箱の設置 

②口頭、電話、ファックス、メールによる意見等の受付 

③利用者アンケートの実施 

 調査年月日：第１回 令和元（2019）年９月１日～９月 30 日 

       第２回 令和２（2020）年２月１日～２月 28 日 

 調 査 方 法：貸出施設の利用責任者に利用当日にアンケート用紙を配り、回収箱にて回収する。 

 回 答 数：第１回 １４９枚（回収率 ７９．７％） 

       第２回 １６７枚（回収率 ８１．５％） 

主なアンケート項目 非常に満足 満足 どちらともいえない あまり満足していない 改善を望む  

 

 

 

 

 

 

全体的な満足度   ３６％       ４０％        ２％         ０％        ０％     

 〃 （第２回）   ２９％       ５２％        ３％         ０％        ０％     

会場・設備   ３７％       ３９％        ０％         ０％        ０％     

 〃 （第２回）   ２８％       ５１％        ３％         ２％        ０％     

職員の対応   ３４％       ４３％        ０％         ０％        ０％     

 〃 （第２回）   ３３％       ５２％        １％         ０％        ０％     

※回答記載のないものがあることから、各項目の合計は 100％にならない。 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・プロジェクターが壊れたときセミナーが始め

られなかった。分からないときに手伝ってほし

かった。 

・開場時間をもう少し早めにしてほしい。 

・設備をデジタル対応に更新してほしい。総合

案内板はいつになったら直りますか。 

・貸出施設が複数ある場合、人員の関係で即対応が

難しいときがある。できる限り迅速に対応するよう

努力している。 

・設備の点検・清掃に一定の時間が必要なため、利

用者に理解を求めている。 

・設備の更新について県に要望している。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・施設がきれい（掃除が行き届いている） 

・駐車場が広い 

・設備が整っている 

・利用料金が安い 

・スタッフの対応が丁寧で親切 

・環境、場所、交通の便が良い 

・インターネットで予約が取れる・予約しやすい 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

指定管理者として利用者の安心・安全の確保に努めるとともに、これまでの経験と実績を活かし

て、福祉活動の拠点・県民利用施設として福祉プラザが役割を十分に果たせるよう、職員一同適切

な管理運営に努めた。 

 土日については、本会職員が当番制で常駐し、利用者からの福祉関係の相談等にも対応した。当

番職員では対応が困難なケースが発生した場合や緊急時には、管理課職員が駆けつける体制を整え

た。 

  環境配慮の取組 

（利用環境への配慮） 

① 常に館内の清掃を行うとともに、敷地内の除草、花壇の手入れ、落ち葉掃き等を実施し、利用

者に快適に利用してもらうよう努めた。 

② 給・排気ファン、ガスエアコン等各種設備の点検や緊急を要する故障は速やかに修繕するなど
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安全かつ快適な利用環境の提供に努めた。 

  なお、費用の掛かる修繕は県に通知するとともに、応急のための機器を設置して利用者に不便

をかけないよう配慮した。 

③ 体力の劣る利用者も多いため、こまめに適温設定を行い、利用者の健康に配慮した。 

（地球環境への配慮） 

① 廊下やトイレ、交流ロビー等共用部の照明の間引き等を行うとともに、暖房は２０度、冷房は

２８度を基本として省エネに努め、入居団体にも協力を呼びかけた。 

② 廃棄物の分別や生ゴミの堆肥化を行い、焼却廃棄物の減量に努めた。 

  今後改善・工夫したい事項 

今後も障害者や高齢者をはじめ、県民に親しまれる自主的な福祉活動の拠点として管理運営がで

きるよう、より良質なサービス提供に努めていく。 

 

７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

・利用許可については、本館は原則と

して先着順、障害者スポーツセンター

は、利用希望者が重複した場合は抽選

により利用者を決定しており、平等利

用が確保されている。 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

・条例、規則等に基づき手続がなされ

ており、適正に権限が行使されてい

る。 

Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 

・館内はバリアフリーのモデル施設と

しての機能を有しており、障害者・高

齢者に対する配慮がなされている。ま

た、障害者に対し、利用料金の免除基

準を設ける等の配慮を行っている。 

 

Ｂ 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

・利用実績報告や利用者アンケートの

結果等から、適正に実施されたと認め

られる。 

Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

・年間利用者数が２７万人を超え、利

用促進は十分に図られている。 

 

Ｃ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

・利用者アンケートを実施するととも

に意見箱を常時設置し、利用者満足度

の把握に努めている。利用者アンケー

トの結果等から、満足度の向上は図ら

れている。 

Ｃ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

・利用者から寄せられた意見・苦情に

対しては、可能な範囲で迅速に対応し

ており、おおむね適切な対応がなされ

ている。 

Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

・施設、設備、備品については、定期

的に点検を実施しており、安全管理は

おおむね適切になされている。 

Ｃ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

・毎月の優先受付開始日やイベントの

ある日は多くの利用者が訪れるため、

受付人員を増員し、円滑な受付・案内

に努めた。 

Ｂ 
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３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か ・管理執行体制、事業計画書及び事業

報告書等により確認をしたところ、組

織体制は適正であったと認められる。 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

・収支については、おおむねバランス

がとれていると認められる。 

 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできているか ・経費の縮減に取り組み、需要費の削

減に努めていると認められる。 

 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されているか ・職員研修が計画的に実施されてお

り、人材育成は適切に実施されてい

る。 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

・危機管理マニュアルに基づき、適切

な管理体制を確保している。 

 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

・管理運営協議会の開催により、県及

び入居団体等との連携は確保されて

いる。 

Ｃ 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

・個人情報保護管理者、個人情報保護

担当者を配置するなど、個人情報の保

護についての措置は適正に実施され

ている。 

Ｃ 

②情報公開は適切になされているか ・情報公開に関する規定は定めている

が、当該年度において開示請求はなか

った。 

Ｃ 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

利用者の要望等を受け、サービスの向

上を図っており、適正な自己評価が行

われていると認められる。 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

 

― ― 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

 

― ― 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

・指定管理者から報告された定期報告

及び事業報告等により確認をしたと

ころ、適正に実施されている。指定管

理者独自の取組として環境への配慮

を設定する等、積極的な取組が認めら

れる。 

 

Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

・出入り口への消毒液設置 

・３密防止等啓発用ポスターの掲示 

・利用者への感染防止対策依頼（鍵の

受け渡し時にチェックシートを配布 

・利用人数の制限、シャワー室の使用

禁止、人と人との十分な間隔の確保

（アリーナ） 

等の対策を行っている。 

 

Ｂ 
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総合的な評価 

・管理運営全般について、適正に執行したと認められる。 

・多目的ホールや研修室、アリーナなど主要施設の利用率は高水準であり、施設の利用促進も十分 

 に図られている。 

・引き続き、利用者ニーズのより一層の把握に努めるとともに、更なるサービス向上を期待する。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 
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